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2Bp-2　　　 各 種 キ ノ コに お け る 血 栓 溶 解 酵 素 の 存 在 とそ の 性 質 の 検討

○豊原容子＊・村田道代＊・豊原治彦＊＊・坂口守彦＊＊（＊華頂短大 ・＊＊京都大）

目的 キノ コ類の経 口摂取によ り血栓溶解能が上昇す ることが報告されてい るが、その有

効成分につい ては不明である。 一方ナットウをはじめとする食物には強い 血栓溶解酵素が

存在するこ とが知られている。 そこで本研究においては、市販 の各種キノコ類について血

栓溶解酵 素の存在とその性質を検討 した。

方法 市販 のシイタケ、エノキダ ケ、ヒラタケ、マイタケ、ブ ナシメジ、キクラゲ、ナメコ、

マッシュルームの傘 と柄 （キクラゲは傘のみ）を５倍量の生理的食塩水とともにホモジナ

イズし、その遠心上清を酵素液として用いた。血栓溶解活性は人丁tfn栓の溶解量から、フ

ィブ リノーゲン分解活性はフィブ リノーゲンザイモ グラフ ィーから求めた。

結果 すべてのキ ノコの傘と柄の抽 出液 に血栓溶解活性 が検出 された。 マイタケ由来の血

栓溶解活性は80 °Cにおいて安定であったが､ 他のキノコ由来の活性 は80 ℃では失活した。

これらの血栓溶解活性は1,10 ―フェナントロリンで阻害されたこ とから、活性にはメタロ

型プロテアーゼの関与が示 唆され た。 フィブ リノーゲンザイモ グラフィーにおい てシイ タ

ケでは56  k の位置に、他の キノコでは70k から100 k の間に活性バンドが検出された。

これらの結果 からキノコ類 には広く血栓溶解酵素が分布 していること、この活性は活性中

心に金属イオンを もつメタロ型プロテアーゼによること、及びこのプ ロテアーゼは分子量

約50 ～100 k のフィブ リノーゲン分解活性を示す ことが示唆 された。

2Bp －3 ＤＰＰＨ －ＨＰＬＣを用いた食品中のラジカル捕捉活性測定法の開発
○山口智子＊　高村仁知*　的場輝佳＊　寺尾純二¨

(*奈良女大 ¨ 農水省食総研)
【目的】がんなどの生活習慣病や老化の要因に、活性酸素やフリーラジカルによる生体の

酸化的障害が考えられており、抗酸化性を有する食品によるこれらの予防に期待が寄せら

れている。そこで本研究では、食品中およびその調理加工過程における活性酸素消去能を

簡便かつ迅速に評価するために、ラジカル捕捉活性測定法（ＤＰＰＨ －ＨＰＬＣ法）の開

発を行い、食品への適用を試みた。また、野菜についてはビタミンＣ含量の測定も合わせ

て行い、ラジカル捕捉活性に寄与する成分について検討を行った。

【方法】システムの開発に当たり、ＨＰＬＣ条件の選択を行った。また、ラジカル捕捉活

性の評価は、安定なフリーラジカルa  , a -diphenyl-β-picrylhydrazyl  （D  P P H ）溶液
に試料溶液を添加し、室温で20分反応後HP  L C 分析することにより行った。

【結果】分析システムにメタノール／水系の逆相ＨＰＬＣを用い、517ninにおいてDPP

Ｈラジカルを検出するのが最適条件であった。本システムによって標準抗酸化剤であるア

スコルビン酸、システインおよびa  ―トコフェロールのラジカル捕捉活性を測定した結果
は、これまでに報告されている従来法での測定結果と良く相関した。そこで、数種の野菜

について、その水溶性画分のラジカル捕捉活性の測定とビタミンＣの定量を行ったところ、

ビタミンＣ含量が高いほどラジカル捕捉活性も高いことが明らかとなった。また、ビタミ

ンC 以外の成分のラジカル捕捉活性への関与が認められた。

以上の結果より、ＤＰＰＨ－ＨＰＬＣ法は簡便でかつ迅速なラジカル捕捉活性測定法と

して、従来の方法では測定が困難であった食品系においても有用であることが示された。
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